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１０月２１日 ９：３０
奄美大島 県管理道路
最大全面通行止め：３９箇所

凡 例

全面通行止め

片側交互通行片側交互通行



国道５８号（龍郷町屋入）の道路被災状況

○発生場所 大島郡龍郷町屋入地内
○災害状況 Ｌ＝８８ Ｗ＝７ ５○災害状況 Ｌ＝８８ｍ Ｗ＝７．５ｍ

崩壊土量約１万３千ｍ3 被災金額１１０百万円
○経緯
・１０月２０日（水）
２３時００分 崩土による全面通行止め

・１０月２４日（日）
１７時００分 応急工事による全面通行止め解除

（主）名瀬竜郷線（奄美市名瀬芦花部）の道路被災状況

○発生場所 奄美市名瀬芦花部地内
○災害状況 Ｌ＝６１ｍ Ｗ＝１０．５ｍ

崩壊土量約１万１千ｍ3 被災金額６３百万円
○経緯
・１０月２０日（水）
５時３０分 崩土による全面通行止め

・１０月２６日（火）月 日（火）
１７時３０分 応急工事による片側通行
・１１月３日（水） 鹿大 北村教授（地盤工学） 現地調査



（一）佐仁赤木名線（奄美市笠利町佐仁）の道路被災状況

○発生場所 奄美市笠利町佐仁地内

○災害状況 Ｌ＝６４ｍ Ｗ＝８．０ｍ

崩壊土量約４千ｍ3 被災金額３３百万円崩壊土量約４千ｍ3 被災金額３３百万円

○経緯

・１０月２１日（水）

９時００分 崩土による全面通行止め

・１１月 ３日（水） 鹿大 北村教授・１１月 ３日（水） 鹿大 北村教授

（地盤工学） 現地調査

（主）名瀬瀬戸内線（大和村大和浜）の道路被災状況

○発生場所 大島郡大和村大和浜地内
○災害状況 Ｌ＝１４０ｍ Ｗ＝１０．５ｍ

崩壊土量約３千ｍ3 被災金額２０百万
円

○経緯○経緯
・１０月２０日（水）
１１時３０分 崩土による全面通行止め

・１０月２４日（火）
１６時００分 応急工事による片側通行

（夜間20 00 6 00通行止め）（夜間20:00～6:00通行止め）
・１１月３日（水） 片側通行へ移行
・崩土により，トンネル照明及び通信回線の被災



国道５８号（奄美市名瀬浦上）の道路被災状況

○発生場所 奄美市名瀬浦上地内
○災害状況 Ｌ ５９ Ｗ １２ ０○災害状況 Ｌ＝５９ｍ Ｗ＝１２．０ｍ

被災金額９０百万円
○経緯
・１０月２０日（水）
２１時００分 路肩欠壊による全面通行止め

・１０月３１日（日）
１９時００分 応急仮工事による片側通行

（一）佐仁赤木名線（奄美市笠利町川上）の道路被災状況

○発生場所 奄美市笠利町川上地内
○災害状況 Ｌ＝７８ｍ Ｗ＝８．５ｍ

被災金額１００百万円
○経緯○経緯
・１０月２０日（水）
２２時００分 路肩決壊による全面通行止め

・１１月 ２日（火）
１０時００分 旧道利用による片側通行（普通車のみ）
・１１月３日（水） 鹿大 北村教授（地盤工学） 現地調査



（主）名瀬瀬戸内線（大和村大金久）の道路被災状況

○発生場所 大島郡大和村大金久地内
○災害状況 Ｌ＝２７ｍ Ｗ＝９．０ｍ

被災金額３０百万円
○経緯
・１０月２１日（木）
１１時３０分 路肩欠壊による片側交互通行１１時３０分 路肩欠壊による片側交互通行

国道５８号 奄美市名瀬平田町地内 地すべり位置

被災箇所

凡 例

全面通行止め

片側交互通行



市道 平田・朝戸線（奄美市名瀬平田町）の道路被災状況

○発生場所 奄美市名瀬平田町地内
○災害状況 Ｌ＝７２ｍ Ｗ＝８ １ｍ Ｈ＝４０ｍ○災害状況 Ｌ＝７２ｍ Ｗ＝８．１ｍ Ｈ＝４０ｍ

被災金額３９百万円
○経 緯
・１０月２０日（水） 路肩欠壊による片側通行

○備 考 国道58号（朝戸トンネル）迂回路（旧国道）

市道 朝戸・和瀬線（奄美市名瀬朝戸）の道路被災状況

○発生場所 奄美市名瀬朝戸地内
○災害状況 Ｌ＝１３０ｍ，Ｗ＝８．０ｍ Ｈ＝８０ｍ

崩壊土量約２万１千ｍ3 被災金額１９０百万円
○経緯
・１０月２０日（水） 法面崩壊による全面通行止め１０月２０日（水） 法面崩壊による全面通行止め

○備 考 国道58号迂回路（旧国道）



地すべりの兆候

１０月２１日 午後５時



１０月２２日 午前１０時



１０月２４日 午前１０時

午後 時１０月２８日 午後８時



月 午後 時１０月２９日 午後３時

落石状況（約２ｍ）









・初期安全率 Fs=0.98 (降雨に伴い運動しているため)
↓↓

・応急工事の目標安全率 p.Fs=1.05
↓

・目標安全率 p.Fs=1.20 (保全対象；国道58号，河川)目標安全率 p  (保全対象；国道 号，河川)

主測線

末端部左翼（No.66）付近

簡易伸縮計変動図簡易伸縮計変動図

KS-2 法肩部

圧縮

KS-1 歩道部



伸縮計変動図

圧縮

2010/11/2

2010/10/222010/10/22

１，４１６袋

被災状況（地すべり末端部：車道の隆起）



国道58号（平田工区） 航空写真

斜面変動履歴

被災延長 延長 L=50.0m

地すべり規模 幅 W=50 0m地すべり規模 幅 W=50.0m

長さ L=108.0m

被災地全景



・地表踏査結果(地すべり範囲の特定)

a.末端部 車道および歩道の隆起を確認。

b.頭部 斜面変動と関係する段差が確認できる。

c.側部 右翼 環境ブロックおよび法面に開口亀裂が

確認される。

左翼 斜面の崩壊および開口亀裂が認められる左翼 斜面の崩壊および開口亀裂が認められる。

被災延長 延長 L=50.0m

地すべり規模 幅 W=50.0m

長さ L=108.0m

②環境ブロックの押出し

①擁壁および側溝の変状



③地すべり末端部の歩道の隆起

115cm

④地すべり末端部の車道の隆起

25cm

5cm

⑤地すべり末端部の歩道の隆起

⑥環境ブロックの押出し



⑦法面の亀裂（右翼部）

⑧崩壊跡（右翼部）

⑨岩盤のゆるみ

⑩段差（頭部）



⑪段差（頭部）

⑫斜面状況

⑬斜面崩壊跡

⑭崩壊跡（右翼部）



⑮開口亀裂 20cm

60cm

⑯開口亀裂

⑰開口亀裂（斜面中腹部）

⑱逆向き小崖



⑲崩壊跡（左翼部）

50cm

50cm

⑳開口亀裂（左翼部）

21 開口亀裂（左翼部）裂 翼

22 左翼部開口亀裂



23 斜面崩壊状況

24 護岸状況（変状なし）

調査の概要

調査内容
・地表踏査
・地質調査質調

ボーリング調査 3箇所 5孔
・動態観測

地盤伸縮計 3基
簡易伸縮計 1基
孔内傾斜計観測 3孔
水位観測孔 2孔水位観測孔 2孔



BV-1
( L=28.0m )

柱状図

16.11m 水位水位

22.50m すべり面

BV-1

コア写真

( L=28.0m )



BV-2
( L=28.0m )

柱状図

22.56m 水位

26.50m すべり面

BV-2
( L 28 0 )

コア写真

( L=28.0m )



BV-3
( L=38 0m )( L=38.0m )

柱状図

34.50m すべり面34.50m す り面

BV-3
( L=38 0m )

コア写真

( L=38.0m )



・地質調査結果
①名瀬層相当の頁岩が分布する。
②地表踏査では，被災地周辺に段差地形が確認され，過去に変状があったこと

が推測される。が推測される。
③ ボーリング調査によって下記の四層に分類した。

1.崩積土 2.強風化岩 3.風化岩 4.弱風化岩

・地すべり発生機構
素因・・・被災地には，崩積土および名瀬層相当の頁岩が分布し，頁岩は風化

作用および破砕を受け，礫混じり土化し，脆弱化した地質である。
誘因・・・被災時は，連続724mmの降雨により地下水位が急激に上昇し，すべ

り面に過剰間隙水圧を発生させて地すべりを誘発した。

推定地質断面図

伸縮計・孔内傾斜計・水位計・降雨量相関図



地盤伸縮計

地盤伸縮計変動図

地盤伸縮計
S-1  (末端部): 圧縮変位が累積している（1.0mm） → 潜在変動
S-2  (中腹部): 圧縮変位が累積している（3.0mm） → 潜在変動
S-3 (中腹部): 圧縮変位が累積している（3.5mm） → 準確定変動S 3  (中腹部): 圧縮変位が累積している（3.5mm） 準確定変動



簡易伸縮計（KS-1：頭部）変動図

簡易伸縮計
KS-1 (頭部): 引張変位が累積している（4 0mm）KS 1  (頭部): 引張変位が累積している（4.0mm）

孔内傾斜計観測結果図
ＢＶ－１ＢＶ １

22.0～22.5m



ＢＶ－２ＢＶ ２

26.0～26.5m26.0 26.5m

ＢＶ－３

34 0～34 5m34.0～34.5m

孔内傾斜計 BV-1 : A軸 B軸の 22 0m～22 5mに変位が認められる （累積性確認）孔内傾斜計 BV-1 : A軸，B軸の 22.0m～22.5mに変位が認められる （累積性確認）。
BV-2 : A軸，B軸の 26.0m～26.5mに変位が認められる （累積性確認）。
BV-3 : A軸，B軸の 34.0m～34.5mに変位が認められる （累積性確認）。



孔内水位計変動図

観測中の最高水位

※ＢＶ－３孔
Ｂｒ作業中は逸水状態。孔内水位は確認できなかったが，地下水は存在すると考え
られるため 地下水位をＢＶ １ ＢＶ ２各孔の最高水位の延長により推定られるため，地下水位をＢＶ－１，ＢＶ－２各孔の最高水位の延長により推定。

対策工法について

安定解析

• 初期安全率 Fs=0.98 (降雨に伴い変位が見られたため)

• 目標安全率 p.Fs=1.20 (保全対象；国道，河川)

• 土質定数 C=34.5 kN/m2 ，φ＝23.73°
必要抑止力• 必要抑止力 Pr=4272.7 kN/m

対策工法検討

地すべり対策工法比較検討を実施した。

1案 横ボーリング工 ＋ 頭部排土工 ＋ アンカー工案

案 横ボ グ カ 案

対策 法検討

2案 横ボーリング工 ＋ アンカー工案

3案 横ボーリング工 ＋ 抑止杭工案



対策工法比較案図

○地すべり活動を抑止，十分な安定性確保
○アンカー工が切土法面の保護工を兼ねる
○増工が可能
○最も経済性に優れる
施 管 特殊な技術が必

○施工実績が多い
△上方斜面が不安定化する可能性
△用地買収面積が多大
△２番目に経済性がよい

改変量が大きく 境 与 響大

○地すべり活動を抑止，十分な安定性確保
△機材搬入路や足場工の仮設工が大規模
△他案より経済性に劣る

△施工管理に特殊な技術が必要△地形改変量が大きく，環境に与える影響大
△施工期間が長くなる

安全率推移

１案 横ボーリング工 + 頭部排土工 + アンカー工案

初期 →  横ボーリング工 →    排土工 → アンカー工

Fs      0.98 1．03 1.09 1.20

必要抑止力 4272.7 kN/m        3283.4 kN/m 1935.5 kN/m 



１案 横ボーリング工 + 頭部排土工 + アンカー工案

安全率推移

２案 横ボーリング工 + アンカー工案

初期 →  横ボーリング工 → アンカー工

Fs      0.98 1．03 1.20

必要抑止力 4272.7 kN/m        3283.4 kN/m 



２案 横ボーリング工 + アンカー工案

安全率推移

３案 横ボーリング工 + 抑止杭工案

初期 → 横ボーリング工 → 抑止杭工初期 →  横ボ リング工 → 抑止杭工

Fs      0.98 1．03 1.20

必要抑止力 4272.7 kN/m        3283.4 kN/m 



３案 横ボーリング工 +抑止杭工案

インターネット上での伸縮計・雨量計の監視
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